
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年５月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２長第３９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２４年５月４日 ０６時２０分ごろ 

発生場所 熊本県天草市牛深
うしぶか

港 

 牛深港台場沖防波堤灯台から真方位１４８°６０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°１１.６′ 東経１３０°０１.９′） 

事故等調査の経過  平成２４年５月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第三十二平安
へいあん

丸、１４トン 

   ＫＭ２－４００６（漁船登録番号）、小豆屋水産株式会社 

Ｂ 漁船 雷斗
ら い と

丸、１.５トン 

   ＫＭ３－４８０２０（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首外板に亀裂及び擦過痕 

Ｂ 船首部が大破 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、牛深市深海
ふ か み

漁港に向けて手動操

舵で牛深港を東進中、右舷船首約４５°５００ｍ付近にＢ船を認めた

ものの、同じ針路及び速力で航行を続け、平成２４年５月４日０６時

２０分ごろ、牛深港台場沖防波堤灯台南方において、Ａ船の右舷船首

とＢ船の船首部とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、牛深港沖の白瀬付近で操業した

のち、船首を台場沖防波堤の付け根にある給氷所に向けて牛深港を北

西進中、船長Ｂが、右舷方にあるいけすの方を見ていたところ、衝突

の直前に接近するＡ船に気付いて速力を落としたものの、Ａ船と衝突

した。 

 両船共に自力で航行し、最寄りの造船所に向かった。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 高潮期 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、牛深港を東進中、船長Ａが、右舷前方から接近するＢ船を



 

認めたものの、針路及び速力を保持して航行を続けたことから、Ｂ船

と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、牛深港を北西進中、船長Ｂが見張りを行っていなかったこ

とから、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、牛深港において、Ａ船が東進中、Ｂ船が北西進中、船長

Ａが、右舷前方から接近するＢ船を認めたものの、針路及び速力を保

持して航行を続け、また、船長Ｂが見張りを行っていなかったため、

両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・他船を認めた場合は、衝突の虞がなくなるまで、その動向に注意

すること。 

 ・周囲の見張りを行うこと。 

 




